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第
一
章

面
河
渓
及
び
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

面
河
渓
の
観
光
開
発

面
河
渓
が
文
書
と
し
て
知
ら
れ
た
の
は
、
天
明
の
こ
ろ
(
一
一
一
八
一
ー
ー
八
八
〉
松
山
藩
士
加
藤
勘
介
の
詩
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

松
山
市
港
町
国
光
寺
明
月
上
人
(
書
家

・
寛
永
九
年
七
月
寂
)
の
遺
筆
に
よ
れ
ば

「
松
山
藩
山
林
奉
行
職
加
藤
勘
介
が
面
子

山

(
当
時
は

面
子
山
と
記
す
)
御
用
に
参
ら
せ
候
節

面河渓及び石鎚スカ イライン

白
雲
の
た
な
び
く
峯
に
き
て
見
れ
ば

伊
予
の
高
嶺
の
麓
な
り
け
り

と
詠
ま
れ
候
の
一

章
面
白
き
事
に
感
じ
入
候
」
と
い
う
の
、
が
あ
り
こ
れ
が
最
古
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

『
加
藤
勘
介
、
面
子
山
之
御
用
に
被
参
候
節
、
山
中
之
詠
吟
数
首
有
之
侯
、
中
に
も
白
雲
農
設
設
峰
丹
来
亭
昆
礼
波
伊
予
濃
高
根
乃
麓
那
里
計
里
と
一
詠
せ

ら
れ
一

章
、
面
白
事
と
感
入
候
』
(
原
文
)

せ
っ
か
く
の
加
藤
勘
介
の
名
吟
も
効
な
く
、
面
河
は
山
深
く
秘
め
ら
れ
た
ま
ま
で
長
く
知
る
人
も
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
三
十
年
ご
ろ
、
海
南
新
聞
に
「
面
河
川
糊
江
の
記
」
が
出
て
お
り
、
同
四
十
年
ご
ろ
に
は
、
面
河
村
(
仙
川
村
)
に
長

き
ざ
な
み

く
教
職
に
つ
い
て

い
た
故
石
丸
富
太
郎
が
小
波
と
号
し
て
紙
上
に
大
い
に
宣
伝
も
し、

ま
た
、
各
種
有
名
人
を
招
い
て
四
季
の
探
勝
に
努

し
か
し
、

第 1章
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め
た
た
め
、

よ
う
や
く
世
人
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
に
至
っ
た
。
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石
丸
富
太
郎
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一
月
四
日
、

温
泉
郡
重
信
町
に
生
ま
る
。
十
四
歳
で
上
浮
穴
郡
面
河
村
大
成
小
学
校
教
師
と
し
て
勤
め
、

後
、
愛
媛
師
範
学
校
に
入
学
、
明
治
三
十
八
年
(
一
九
O
五
)
三
月
優
秀
な
成
績
で
卒
業
。
柏
川
村
渋
草
尋
常
小
学
校
の
訓
導
兼
校
長

明
治
十
九
年

(一

八
八
六
)

第 7編

と
な
る
。

富
太
郎
は
、
子
供
た
ち
の
教
育
に
精
魂
を
打
ち
込
む
か
た
わ
ら
、
す
ぐ
れ
た
面
河
の
景
色
を
広
く
世
間
に
知
ら
せ
よ
う
と
考
え
、
。へ

き
ざ
な
み

γ
ネ

l
ム
を
「
小
波
」

と
し
、
当
時
の
海
南
新
聞
に
投
稿
し
て
、
面
河
渓
の
紹
介
を
試
み
た
。

そ
の
こ
ろ
、
同
紙
の
編
集
長
で
あ
っ
た

田
中
蛙
堂
を
た
び
た
び
訪
ね
、
面
河
渓
の
す
ば
ら
し
さ
を
説
明
し
て
熱
心
な
調
査
を
促
し
た
。

蛙
堂
は
、
彼
の
熱
心
さ
に
動
か
さ
れ
、
当
時
の
松
山
地
方
の
優
れ
た
詩
人
・
画
家

・
登
山
家

・
写
真
家
な
ど
を
誘
い
、
九
人
で
面
河

を
訪
れ
た
。
時
に
明
治
四
十
二
年
〈
一
九
O
九
)
十
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
は
バ
ス
と
て
な
く
、

黒
森
峠
を
越
え
、
笠
方
を
通
り
、
渋
草
、
若
山
を
経
て
の
徒
歩
コ

l
ス
で
あ
っ
た
。

地
元
で
は
、
面
河
始
ま
っ
て
以
来
の
観
光
団
と
あ
っ
て
大
が
か
り
な
歓
迎
会
を
計
画
、

一
行
の
渋
草
到
着
は
夜
中
で
あ
っ
た
が
、
の

ろ
し
を
上
げ
、

音
楽
会
を
催
す
な
ど
し
て
、
当
時
の
村
長
、
小
椋
和
太
郎
は
じ
め
村
民
総
出
で
歓
迎
し
た
と
い
う
。

季
節
は
、
十
月
末
の
こ
と
と
て
、
紅
葉
の
時
は
既
に
過
ぎ
て
い
た
が
、
次
々
現
れ
る
谷
川
の
す
ば
ら
し
い
な
が
め
に
、

一
行
は
目
を

見
張
り
、
た
め
息
を
つ
く
ば
か
り
だ

っ
た
と
い
う。

当
時
は
、
道
な
ど
全
く
な
く
、
が
け
を
よ
じ
、

岩
か
ら
岩
へ
跳
び
渡
つ
て
の
観
光
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い
景
観
が
眼
前
に
開
け
る
た

く
う
せ

ん
き
ょ
う

ぼ

う

ら

い

だ

き

び
に
空
船
橋
や
蓬
莱
渓
と
名
・を
つ
け
、
今
に
そ
の
名
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
時
の
紀
行
文
は
、
俳
句
や
詩
、
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真
な
ど
と
と
も
に
、
十
数
回
に
わ
た

っ
て
海
南
新
聞
を
に
ぎ
わ
せ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
初
め
て
面
河
渓
の
す
ば
ら
し
さ
が
世
に
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
ぽ

つ
ぽ

つ
と
観
光
客
が
面
河
渓
を
訪
れ
る
よ
う
に



工
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0

4
i
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ナ
j

富
太
郎
は
、
そ
の
後
、
教
職
を
去
り
、
海
南
新
聞
の
記
者
に
な

っ
た
が
、
終
生
、
面
河
渓
の
宣
伝
に
努
力
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
。

昭
和
二

十
四
年
(
一
九
四
九
〉
九
月
二
十
四
日
没
、
享
年
六
十
四
歳

顕
彰
碑
は
昭
和
四
十
九
年
(
一
九
七
四
)
五
月
、
浅
海
蘇
山
揮
竜
に
よ
り
石
丸
富
太
郎
翁
煩
徳
碑
と
し
て
面
河
関
門
に
建
て
ら
れ
た
が
惜
し
く
も

流
水
の
た
め
現
在
は
流
出
し
て
不
明

(
「
上
浮
穴
郡
に
光
を
か
か
げ
た
人
々

」
よ
り
)

海
南
新
開
『
面
河
探
勝
団
』

面河渓及び石鎚スカ イライン

「
海
南
新
聞
」
の
明
治
四
十
二
年
十

一
月
二
十
一
日
号
に
「
面
河
探
勝
団
」
の
記
事
と
し
て
次
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
た
。

面
河
探
勝
団

石
鎚
高
峰
の
南
麓
に
位
せ
る
面
河
《
オ

モ
ゴ
》

の
大
森
林
は
由
来
怪
勝
奇
景
に
富
む
の
地
な
る
も
交
通
不
便
な
る
を
所
以
を
以
っ
て
未
だ
世
に
知

ら
れ
ざ
る
を
遺
憾
と
し
我
が
同
人
は
認
に
同
趣
味
の
士
を
誘
ふ
て
比
秘
勝
を
探
ら
ん
と
す
団
員
氏
名
左
の
如
し

O
宮

脇

鯉

渓

君

。

森

田

雷
死

久

君

。

牧

野

菱

江

君

。

河

東

浩
太

郎

君

。

富

田

陸

三

郎

君

。
佐
賀
テ
ツ
ヤ
君

。

松

本

剣

巌

君

。

田

中

蛙

堂

君

其

他

而
し
て
一

行
は
二
十
日
正
午
を
以
っ
て
勇
気
療

々
東
に
向
っ

て
発
足
せ
り
探
勝
予
定
概
ね
左
の
如
し

上
浮
穴
郡
仙
川
村
渋
草
宿
泊

大
成
風
穴
視
察
若
山
宿
泊

面
河
探
勝
渋
草
帰
泊

渋
草
発
河
ノ
内
観
爆
の
後
帰
松

O
原
因

栄
君

二
十
日

二
一
日

一一一

一日

二
三
日

第 1章

明
治
四
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
に
は
、

面
河
探
勝
回
帰
松

「
面
河
探
勝
回
帰
松
」
の
記
事
と
し
て
次
の

こ
と
が
載
せ
ら
れ
た
。
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宮
脇
鯉
渓
、
森
田
宮
死
久
、
牧
野
菱
江
、
原
田
栄
、
河
東
櫓
大
郎
、
富
田
陸
三
郎
、
佐
賀
テ
ツ
ヤ
、
松
本
剣
巌
、
田
中
蛙
堂
の
九
名
A

外
二
三
子

加
は
る
筈
な
り
し
も
事
故
中
止
》
を
以
て
組
織
し
た
る
面
河
探
勝
団
は
予
定
の
如
く
廿
日
午
後
一
時
三
分
立
花
発
の
汽
車
に
て
横
河
原
に
到
り
途
中

河
ノ
内
方
面
の
勝
地
を
探
り
午
後
六
時
廿
分
河
ノ
内
出
発
黒
森
峠
を
経
て
夜
半
十
二
時
仙
川
村
大
字
柏
野
字
渋
草
着
廿
一
日
は
大
成
風
穴
視
察
の
上

岡
村
大
字
大
味
川
字
若
山
着
、
廿

二
日
面
河
の
勝
を
極
て
渋
草
に
引
返
し、

廿
三
日
午
前
十
時
渋
草
出
発
午
後
五
時
品川
分
横
河
原
着
、
同
七
時
立
花

駅
に
帰
り
草
鮭
穿
き
の
億
豊
坂
町
亀
ノ
井
に
入
り
持
帰
り
た
る
兎
、
山
芋
を
料
ら
せ
て
慰
労
宴
会
を
聞
き
十
時
過
ぎ
全
く
散
会
し
た
り
其
探
勝
記
事

は
更
め
て
記
載
す
ベ

し
因
に
柚
川
村
各
部
落
に
於
け
る
有
志
諸
君
の
厚
意
を
謝
す
。
《
一
記
者
》
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一
行
の
探
勝
の
様
子
や
地

元
の
歓
迎
ぶ
り
な
ど
に
つ
い
て
は
、

松
本
剣
巌
の
「
面
河
探
勝
の
記
」
と
し
て
五
回
に
わ
た
り
「
海

南
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
、

ま
た
、
佐
賀
徹
也
の
版
画
四
回
・
森
田
雷
死
久
の
「
面
河
探
勝
句
録
」
四
回
、
宮
脇
鯉
渓
の
漢
詩
二
回
も
掲
載

な
お

さ
れ
た
。
記
事
一

覧
は
次
の
と
お
り
。

明
治
位
年

日
月
初
日

「
面
河
探
勝
の
記
」
ハ
円
剣
巌
生

日
月
幻
日

「
面
河
探
勝
の
記
」
∞
剣
巌
生

テ
ツ
ヤ
絵

「
渋
草
の
里
」

日
月
お
日
「
面
河
探
勝
の
記
」
白
剣
巌
生

テ
ツ
ヤ
絵

「
大
成
の
里
」

日
月
初
日
「
面
河
探
勝
句
録
」
ハ
円
森
田
雷
死
久

テ
ツ
ヤ
絵

「
ひ
と
本
獄
」

ロ
月
1
日
「
面
河
探
勝
の
記
」
同
剣
巌
生

「
面
河
探
勝
句
録
」
己
森
田
雷
死
久

テ
ツ
ヤ
絵

「
関
門
」

ロ
月
2
日

「
面
河
探
勝
句
録
」
同
森
田
雷
死
久

ロ
月
3
日

「
面
河
探
勝
の
記
」
伺
剣
巌
生

ロ
月
4
日

「
面
河
探
勝
句
録
」
帥
森
田
雷
死
久

ロ
月
日
日
・
ロ
月
お
日
宮
脇
鯉
渓
漢
詩

以
下
、
森
田
雷
死
久

「
面
河
探
勝
句
録
」

よ

り

面
河
探
勝
句
録
ハ
門
雷
死
久

川
の
内
よ
り
黒
森
峠
を
さ
し
て
上
る
口
鯉
渓
翁
空
腹
と
老
体
に
堪
へ
て

屡
々
落
悟
せ
ん
と
す
。
剣
巌
是
れ
を
助
け
つ
L

上
る。

薬
草
に
や
匂
へ
り
夜
道
草
踏
め
ば

山
の
九
合
目
に
至
れ
ば
中
天
を
焦
が
す
の
焚
火
、
空
山
に
響
く
寓
歳
の

声
、
余
等
を
迎
ふ
る

一
行
と
知
れ
り
。

虎
杖
の
枯
木
も
投
ず
楠
火
哉

姐
の
一
人
住
ま
へ
る
峠
の
茶
庖
に
憩
ふ
こ
と
暫
時
、
茶
を
す
L

る
者
菓



面河渓及び石鎚スカイライン

子
を
喰
ふ
者
、

渇
猫
の
飲
、
飢
蛭
の
徒
に
似
た
り
。

慎
み
も
な
き
綾
の
徒
と
疑
へ
り

種
子
粟
に
鼠
通

へ
る
禍
火
哉

楽
隊
に
迎
へ
ら
れ
て
笠
方
に
着
す
。
休
憩
所
に
入
り
て
茶
菓
の
饗
応
を

受
く

川
千
鳥
鳴
く
も
あ
ら
ん
に
ろ
う
が
ま
し

立
鉢
に
二
椀
重
ね
ぬ
今
年
蕎
麦

夜
半
渋
草
に
着
す。

鞘
橋
の
傍
り
、
月
を
宿
せ
る
枯
木
立
の
下
、
渓
流

を
裏
に
緑
山
を
前
に
せ
る
一
草
舎
は
、
余
等
一
行
の
宿
舎
に
し
て
あ
か
あ

か
と
灯
と
も
せ
り
。

御
馳
走
ふ
る
祭
の
行
灯
灯
氷
る

畑
の
除
地
鶏
垣
も
し
て
柿
干
せ
り

あ
め院

の
味
主
が
避
暑
の
話
か
な

茶
の
花
も
見
し
か
茶
所
茶
に
誇
る

面
河
探
勝
旬
録
。

雷
死
久

渋
草
よ
り
大
成
に
行
く
途
上
杖
を
噛
む
寸
除
の
霜
柱
、
数
を
掛
け
た
る

こ
、
三
の
茅
茨
、
趣
味
の
津
々
た
る
も
の
あ
り。

雪
折
の
竹
も
尚
あ
る
霜
威
哉

兎
飛
ぶ
黍
刈
捨
て
の
椿
畑

木
立
道
来
て
掛
け
豆
の
兎
追
ふ

大
成
の
有
志
迎
旗
を
翻
へ
し
一
行
を
迎
ふ
D

宿
に
犀
飯
の
饗
応
を
受

く
、
台
に
上
る
も
の
は
、
兎
の
丸
煮
、
蕪

の
風
巴
吹
な
ど
、
易
牙
の
調
も

官
な
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。

第 1章

-T
bさ
い

け

ヲ

風
呂
吹
に
賀
莱
の

一
血
も
添

へ
に
亮

迎
旗
立
つ
る
桂
古
木
の
落
葉
か
な

茶
の
花
に
聾
見
せ
ん
宿
の
美
人
あ
り

同
所
に
淡
路
守
の
墓
と
称
し
て
小
さ
き
石
標
あ
り
。
里
人
之
れ
を
荒
縄

も
て
縛
し
諸
願
を
祈
る
と

縁
結
ぶ
木
も
植

へ
て
若
葉
落
葉
せ
ん

面
河
探
勝
句
録

的
W

雷
死
久

〔

7

7

〕

同
地
の
名
物
豊
年
踊
を
見
る
。

黛
ひ
厚
き
小
娘
の
さ
げ
髪
に
慰
斗
を
燃

ひ
て
結
ゆ
る
が
如
き
嬬
祥
の
振
袖
、
扇
打
ち
振
り
て
踊
る
様
の
か
げ
に
、

優
美
な
る
薪
負
ふ
乙
女
の
業
と
は
思
は
れ
ず
。

色
合
せ
草
花
の
数
を
並
べ
け
り

踊
子
に
ま
じ
る
新
酒
に
酔
ふ
て
あ
り

歓
迎
会
席
上

大
器
よ
り
袖
釜
に
そ
そ
ぐ
新
酒
哉

壮
語
せ
ば
天
狗
が
真
似
す
柑
火
哉

霜
月
の
続
脂
な
失
楠
火
哉

一
行
結
束
し
て
面
河
の
谷
に
入
る
。
途
上
三
々
倍
の
家
あ
り。

一
軒
家
よ
ベ
の
踊
の
朝
寝
に
や

竹
の
屋
根
枯
木
の
霜
の
雫
散
る

杖
を
伐
り
て
峻
峨
を
上
る
。
数
十
丁
に
し
て
風
穴
に
至
る
。

此
処
蚕
種

を
貯
ふ
る
に
冷
度
、
関
西
一
と
称
せ
ら
る
。

水
無
月
の
雪
に
猿
の
来
て
眠
る

杖
に
選
ぶ
木
は
黒
文
字
の
落
葉
し
て

387 



光

若
山
の
青
年
団
は
法
燦
を
吹
き
鳴
ら
し
て
一

行
を
迎
へ
り
。

枯
木
ま
ば
ら
枯
尾
花
山
法
蝦
響
く

若
山
の
宿
舎
に
着
し
草
桂
の
紐
も
解
か
ざ
る
に
、

先
づ
落
ち
付
き
の
饗

応
と
し
て
人
形
回
し

《
串
芋
》
唐
黍
の
麺
に
、
四
山
の
暮
色
を
迎
ぎ
て
渋

茶
を
す
、
ふ
る
な
ど
趣
味
感
興
且
つ
口
腹
為
に
充
て
り
。

楠
の
煙
眼
に
し
む
宿
や
人
形
廻
し

砂
や
け
ふ
も
時
雨
る
L

山
宿
に

面
河
探
勝

句

録

帥

雷

死

久

ム
面
河
十
五
勝

錦
木
の
濃

滝
の
影
空
に
映
れ
る
銀
河
哉

仙

洞

巌

※

仙
人
の
意
気
に
飛
び
け
る
黄
蜂
哉

※

「
上
浮
郡
案
内
」
で
は
「
蝶
」

観第 7編

関
門

右
願
の
滝
左
顧
の
鴨
淵
紅
葉
散
る

空
船
橋

梯
子
よ
じ
て
文
渡
る
橋
胆
寒
し

竜
眠
滑

帰
り
咲
く
花
に
盃
を
流
し
け
り

孤
松
巌

去
る
を
惜
み
て
帰
ん
な
ん
詩
に
日
短
か
き

王
母
泉

薬
降
る
や
仙
を
盟
ひ
し
跡
な
ら
ん

方
壷
霊

雲
消
ゆ
る
虚
空
に
鳴
け
る
時
鳥

間
湖
弓

淵
の
渦
落
木
に
鴛
鴛
の
か
く
れ
け
り

流
桃
淵

宿
り
木
の
巨
幹
も
枯
れ
て
冬
の
山

烏
帽
子
峰

夫
門
を
覗
け
は
雲
耶
除
花
白
し

如
来
の
爆

狂
ひ
咲
く
榔
踊
の
紅
に
小
春
哉

蛤
除
雲

木
の
実
拾
へ
ば
山
霊
基
の
と
が
め
あ
り

彩
葉
岩

猿
鳴
き
て
寒
山
の
空
木
の
葉
飛
ぶ

八
公
巌

幽
遼
之
境

一
行
目
八
仙
(
即
興
)

蛙
堂
水
を
渡
り
剣
巌
岩
に
据
す

〔註
〕
森
田
雷
死
久
H
H
明
治
五
年

(
一
八
七
二
〉

伊
予
郡
恵
久
美

ハ現
松

前
町
)
に
生
ま
る
。
幼
名
愛
次
郎
、
本
名
貫
了
。
少
年
時
代
郡
中
谷
上

山
宝
珠
院
に
入
る
。
後
、
伊
予
郡
南
山
崎
村
真
城
寺
住
職
と
な
る
。

一
時
還
俗
の
後
、
温
泉
郡
潮
見
村

(現
松
山
市
)
平
田
宝
珠
院
住
職

と
な
る
。
大
正
五
年
六
月
没
、
享
年
四
十
三
歳
。
そ
の
間
子
規
門
に

属
し、

松
風
会
再
興
に
力
を
尽
く
す
口
地
方
俳
壇
の
隆
盛
に
功
の
あ

っ
た
人
。
後
、
碧
悟
桐
の
新
傾
向
俳
句
に
共
鳴
し
て
作
句
し
た
。
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「
海
南
新
聞
」
の
「
面
河
探
勝
団
」
よ
り
、
神
野
昭
著

「
久
万
高
原
の
文
学
と
伝
承
」
に
よ
る
。

面
河
観
光
開
発
者
と
し
て
の
中
川
梅
吉

中
川
梅
吉
は
、
明
治
十
三
年
(
一
八
八

O
〉
四
月
一
日
、
面
河
村
大
味
川
若
山
に
生
ま
れ
た
。

貧
し
い
百
姓
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
梅
吉
は
、
本
を
買
う
こ
と
も
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
人
か
ら
借
り
た
本
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
ん

だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
努
力
は
、
梅
吉
の
生
涯
の
力
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
五
年
(
一
九
O
二
〉
若
山
に
一
軒
の
旅
館
を
建
て
た
。
梅
吉
が
二
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。

梅
吉
が
旅
館
を
建
て
た
当
時
は
、
と
き
た
ま
訪
れ
る
行
商
人
や
富
山
の
薬
売
り
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

っ

面河渓及び石鎚スカ イライン

た
の
は
、
大
正
十
年
〈
一
九
二
一
〉
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

い
わ
や
さ
ざ
な
み

児
童
文
学
者
の
巌
谷
小
波
も
、
面
河
渓
を
訪
れ
宿
泊
し
た
。
梅
吉
が
建
て
た
旅
館
は
、

こ
う
り
よ
く
か
ん

「紅
緑
館
」

と
つ
け
ら
れ
た
。
名
は
巌
谷
小

波
が
つ
け
、
直
筆
に
よ
る
大
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
。
の
ち
歌
人
、
吉
井
勇
が
看
板
の
裏
へ
「
面
河
な
る
五
色
河
原
の
朝
霧
に
我
れ
た
ち

ぬ
れ
て
も
の
を
こ
そ
思
え
」
の
一
首
を
し
た
た
め
た
。

(
こ
れ
を
原
本
に
し
て
、
現
在
、
関
門
ホ
テ
戸
の
玄
関
先
に
こ
の
歌
碑
が
あ
る
。
)

梅
吉
は
、
亀
腹
旅
館
(
現
在
、
伊
予
鉄
渓
泉
亭
〉
も
経
営
し
た。

梅
吉
は
、
裸
一

貫
か
ら
雑
貨
商
を
始
め
と
し
て
旅
館
経
営

へ
と
将
来
を
展
望
す
る
眼
を
も
ち
、
面
河
観
光
開
発
の
草
分
け
と
し
て
面

河
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
は
大
き
い
。
学
務
委
員
、
村
会
議
員
な
ど
の
要
職
も
務
め

た
が
、
昭
和
八
年
(
一
九
一三ニ
〉
八
月
十
八
日
、

五
十
三
歳
の
若
さ
で
世
を
去
っ
た
。

第 1章

紅
緑
館
は
、
昭
和
二
十
五
年
(
一
九
五

O
)
関
門
に
移
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
(
一
九
六
O
〉
火
災
に
よ

っ
て
、
全
焼
し
、
家
宝

389 

の
看
板
も
、
名
士
が
残
し
た
多
く
の
書
画
と
も
灰
と
な
っ
た
。
二
代
目
、
安
市
、
三
代
目
、
鬼
子
太
郎
(
現
二
十
六
代
村
長
)
に
よ
っ
て



光

再
建
さ
れ
現
代
は
関
門
ホ
テ
ル
と
し
て
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
。

390 

(
「
上
浮
穴
郡
に
光
を
か
か
げ
た
人
々
」
に
よ
る
)

観

そ
の
後
、
大
正
時
代
に
は
菅
広
綱
村
長

(第
十
三
代
村
長
)
、
昭
和
に
な
っ
て
は
重
見
丈
太
郎
村
長
(
第
十
四
、
十
七
、
二
十
一

、
二
十
三
代

第 7編

村
長
)
、
中
川
鬼
子
太
郎
現
村
長
(
第
二
十
六
代
、
新
し
い
面
河
村
に
な

っ
て
は
第
五
代
村
長
)
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
石
丸
富
太
郎

(小
波
〉
の
あ

と
を
受
け
て
観
光
開
発
、
宣
伝
に
努
め
て
き
た
。

終
戦
後
は
、
大
面
河
観
光
協
会

(会
長

新
谷
善
三
郎
)
が
生
ま
れ
て
観
光
事
業
は
い
よ
い
よ
本
格
化
し
、
そ
の
た
め
パ
ス
は
面
河
渓
の

入
口
、

関
門
ま
で
通
じ
、
小
型
は
更
に
亀
腹
ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
パ
ス
路
線
は
、
国
鉄
、
伊
予
鉄
の
順
に
開
通
し
、
昭
和
四
十

五
年
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

の
開
通
に
よ
り
観
光
客
の
数
は
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
。

四
季
を
通
じ
て
の
景
勝
の
よ
さ
を
医
者
で
あ
り
、
俳
人
で
あ
る
故
酒
井
黙
禅
は
次
の
よ
う
に
た
た
え
て
い
る
。

幽
谷
や
知
ら
で
す
ぎ
た
る
瀧
い
く

つ

(
昭
和
六
年
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
が
募
集
し
た
「
日
本
新
名
勝
俳
句
」
高
浜
虚
子
選
に
最
高
位
で
入
賞
し
た
も
の
。
昭
和
四
十
二
年
五
月
二
十
一
日

黙
然
句
建
設
委
員
会
が
亀
腹
鶴
ケ
背
橋
の
東
畔
に
建
て
る
。
高
さ

一・

六
メ
ー
ト
ル
¥
幅

0
・
五
メ

ー
ト
ル
、

自
然
石
)

瀧
の
道
錦
木
橋
を
仰
ぎ
入
る

冷
か
に
澗
水
た
斗
え
十
九
尺

紅
瀧
の
昇
る
が
如
く
サ
戸
ス
ベ
リ

山
の
家
コ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ
花
盛
り

涼
し
き
ゃ
身
の
ま
わ
り
只
渓
の
音

日
月
と
古
り
ゆ
く
渓
の
幾
曲
が
り

戻
り
来
る
続
釣

一
人
秋
の
雨

院
釣
も
岩
茸
採
も
も
っ

と
奥

み
み
づ
く
や
渓
深
々
と
雪
敷
け
る

な
お
、
俳
紙
「
若
葉
」
主
宰
者
の
故
富
安
風
生
は

霧
さ
む
し
深
山
燕
の
鋭
き
街



と
う
た
い
、
こ
の
句
碑
は
、
面
河
国
民
宿
舎
前
の
広
場
東
北
隅
に
高
さ
一
・
五
メ

ー
ト
ル
、
幅

0
・
六
メ

ー
ト
ル
、
台
石

0
・
八
メ

l
ト

ル
の
自
然
石
で

「
富
安
風
生
先
生
喜
寿
祝
賀
並
に
糸
瓜
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
糸
瓜
発
行
社
之
を
建
て
る

昭
和
品
川
六
年
八
月

森

薫
花
壇
」
と
刻
さ
れ
建
て
ら
れ
て
い
る
(
側
面
に
石
工
誠
鳳
と
あ
り
、
糸
瓜
社
と
は
、

若
葉
が
全
国
組
織
の
俳
句
結
社
で
あ
る
の
に
対
し
、

故
森
蕪

花
壇
を
中
心
と
す
る
地
方
組
織
の
結
社
で
あ
る
。
〉0

以
上
面
河
渓
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

天
正
十
五
年

(
一
五
八
七
)
面
河
渓
を
占
め
る
実
に
三
、
二

O
四
ヘ
ク
タ
l
y
の
国
有
林
野
は
、
こ
の
戦
国
時
代
、
大
洲
藩
戸
田
勝
隆
公
の
支

配
地
。

面河渓及び石鎚スカイライン

慶
長
八
年

三

六

O
三
)
賎
ケ
岳
七
本
槍
で
有
名
な
加
藤
左
馬
介
嘉
明
公
の
支
配
地

(合
津
城
主
に
封
ぜ
ら
る
。
)

寛
永
四
年

(
一
六
二
七
)
蒲
生
忠
知
公
支
配
地
参
勤
交
代
途
上
京
都
に
て
客
死
、
継
嗣
な
く
廃
絶
。

寛
水
十
二
年
(
一
六
三
五
)
松
平
隠
岐
守
定
行
公
支
配
地
伊
勢
国
桑
名
城
よ
り
松
山
城
主
と
し
て
封
ぜ
ら
る
。

天
明
三
年

(
一
七
八
一
ニ
〉
面
河
踏
査
、
松
山
藩
山
林
奉
行
加
藤
勘
介
の
面
河
山
林
踏
査

(当
時
は
、
面
子
と
書
く
。
〉
山
中
詠
吟
を
残
す
。
面
河

に
関
す
る
文
献
で
最
古
の
も
の
。

一

明
治
四
年
廃
藩
置
県
ま
で
二
百
三
十
七
年
間
久
松
家
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
明
治
維
新
と
な
る
。

領
有
管
掌
の
許
に
過
し
た
。
)

(
し
た
が
っ
て
面
河
渓
は
、
こ
れ
ら
の
諸
候
の

明
治
新
政
府
実
現
に
よ
り
国
有
林

(現
景
勝
地
〉
に
編
入
さ
れ
た
。

明
治
三
十
六
年
(
一
九

O
一
ニ
)
温
泉
郡
重
信
町
拝
志
上
村
出
身
、
石
丸
富
太
郎
、
面
河
村
小
学
校
教
師
と
し
て
赴
任
し、

面
河
渓
開
発
着
目、

広
く
世
に
宣
伝
し
紹
介
に
尽
し
た
。

一
大
正
十
五
年
五
月
(
一
九
二
六
〉
作
家
、
厳
谷
小
波
登
山
す
。

昭
和
二
年
六
月
三
九
二
七
〉
画
家
、

語
堂
登
山
す
。

昭
和
二
年
七
月

(
一
九
二
七
)
作
家
、
秋
山
英
一
、

第 1章
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「
石
鎚
連
峰
と
面
河
渓
」
を
著
す。



光

昭
和
五
年
六
月
(
一
九
三

O
)
歌
人
、
吉
井
勇
登
山
す
。

昭
和
五
年
十
月
(
一
九
三

O
〉
作
家
、
江
見
水
蔭
登
山
す
。

昭
和
八
年
二
月
(
一
九
三
一
ニ
〉
文
部
省
告
示
第
五
九
号
第
一
類
天
然
記
念
物
保
存
法
第
一
条
に
よ
り
国
指
定
名
勝
地
に
指
定
さ
る
。

昭
和
八
年
五
月
(
一
九
一
三
ニ
)
文
部
大
臣
、
尾
崎
行
雄
登
山
し
、
面
河
渓
入
口
猿
飛
滝
を
綿
木
の
滝
と
命
さ
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
(
一
九
五
三
〉
農
林
大
臣
、
赤
城
宗
徳
登
山
す
。

昭
和
三
十
年
十
一
月
(
一
九
五
五
〉
固
定
公
園
に
指
定
さ
る
。

昭
和
三
十
二
年
(
一
九
五
七
〉
面
河
川
・
坂
瀬
川
・
割
石
川
・
水
利
利
用
面
河
ダ
ム
設
置
着
工
さ
る
。

昭
和
三
十
六
年
八
月
(
一
九
六
一
〉
面
河
渓
に
富
安
風
生
句
碑
建
立
さ
る
口

昭
和
三
十
九
年
(
一

九
六
四
〉
面
河
ダ
ム
完
成
す
。

昭
和
四
十
年
一
月

(
一
九
六
五
)
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
着
工
さ
る
。

昭
和
四
十
二
年
三
月
(
一
九
六
七
)
面
河
渓
に
酒
井
黙
禅
句
碑
建
立
さ
る
。

昭
和
四
十
二
年
四
月
ハ
一
九
六
七
)
明
治
百
年
事
業
全
国
六
か
所
に
国
民
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
国
民
の
森
設
定
さ
る
。
面
河
も
そ
の
一
つ
。

昭
和
四
十
二
年
四
月
(
一
九
六
七
〉
明
治
百
年
記
念
と
し
て
、
皿
ヶ
嶺
連
峯
県
指
定
自
然
公
園
と
し
て
鼓
ヶ
滝
が
指
定
さ
る
。
現
在
流
失
。

昭
和
四
十
三
年
十
月
(
一
九
六
八
〉
面
河
渓
に
国
民
の
森
詞
碑
建
立
さ
る
。

昭
和
四
十
九
年
五
月
〈
一
九
七
四
)
面
河
に
石
丸
富
太
郎
翁
煩
徳
碑
が
書
家
、
浅
海
蘇
山
の
揮
電
に
よ
り
建
立
さ
る
。

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
十
九
日
(
一
九
七
八
〉
面
河
、
関
門
ホ
テ
戸
前
に
吉
井
勇
の
歌
碑
建
立
さ
る
。
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面
河
渓
の
名
勝

面
河
渓
は
、
昭
和
八
年
二
月
二
十
八
日
、
文
部
省
よ
り
名
勝
地
の
指
定
を
受
け
、

そ
の
指
定
理
血
と
し
て
「
面
河
渓
は
、
面
河
山
本
流



。
上
流
を
な
せ
る
石
鎚
山
南
麓
の
渓
谷
に
し
て
其
大
部
分
は
堅
徽
に
し
て
粗
き
節
理
な
せ
る
石
英
閃
緑
岩
よ
り
成
り
渓
間
至
る
所
に
断
岸

壁
立
し
危
岩
釜
崎
し
岩
石
美
に
富
め
る
の
み
な
ら
ず
満
山
原
始
に
近
き
大
森
林
を
以
て
蔽
は
れ
渓
流
は
水
清
く
流
急
に
し
て
所
々
に
海
布

を
な
し
深
部
碧
淵
其
の
聞
に
交
錯
し
て
景
観
の
変
化
に
富
み
稀
に
見
る
の
峡
谷
美
を
構
成
す
。
就
中
関
門

・
扉
風
岩

・
兜
岩

・
鎧
岩
の
絶

壁
と
御
来
光
爆

・
霧
迫
爆

・
熊
淵
・
紅
葉
淵
等
の
海
布

・
淵
澄
は
局
部
的
景
勝
の
尤
な
る
も
の
な
り
。
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
さ
ら
に
、
昭

和
三
十
年
十
一
月

一
日
に
は
石
鎚
と
し
て
石
鎚
山
を
中
心
に
面
河
渓
谷
及
び
そ
の
連
山
を
含
む
一

0
・
六
八
三
ヘ

ク
タ

ー
ル

の
地
域
が
国

定
公
園
に
指
定
さ
れ
観
光
的
価
値
は

い
っ
そ
う
高
め
ら
れ
た
。

付

関

F可

梅
抜
約
七
六

0
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
関
門
は
、
深
く
切
り
立

っ
た
狭
谷
で
ほ
と
ん
ど
水
平
に
並
ぶ
岩
石
の
節
理
と
、
こ
れ
を
縦
横
に
切
る

面河渓及び石鎚スカイライ ン

裂
僻
と
両
岸
に
道
路
面
か
ら
約
七

0
メ
ー
ト
ル

の
絶
壁
を
造
り
、
各
岩
壁
は
正
方
形
の
岩
塊
を
積
み
重
ね
た
よ
う
で
一
奇
観
を
皇
し
、
節

理
の
聞
は
植
物
の
着
生
に
便
利
で

ヒ
ノ

キ

・
コ
ウ
ヤ

マ
キ
・
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
・
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ

・
イ
ワ

タ
ハ
コ
な
ど
が
一
面
に
生
育
し
て

い
る
。

今
に
も
落
ち
そ
う
な
七

0
メ
ー
ト

ル
の
絶
壁
は
、
岩
石
が
皆
黒
鰍
色
で
、
生
ひ
茂
る
老
木
は
、
日
光
の
透
過
を
さ
え
ぎ
り
、
昼
な

お
暗
く
夏
も
肌
寒
い
よ
う
で
そ
の
崖
下
を
流
れ
る
面
河
川
の
水
は
、
透
明
度
が
高
く
て
底
の
小
石
さ
へ
透
い
て
見
え
る
ほ
ど
の
清
流
で
あ

る
。
見
つ
け
の
滝
か
ら
関
門
橋
ま
で
二

一
七
メ

ー
ト
ル
。
両
岸
の
幅
、
最
短
六
メ

ー
ト

ル
か
ら
最
長
二
五
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
る
。
最

深
点
の
深
さ
は
、
入
口
か
ら
第
二
裂
憾
の
手
前
に
あ
っ
て
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
最
高
点
は
、
左
岸
に
あ
っ
て
路
面
か
ら
約
七
三
メ

l
ト

ル
あ
る
(
遊
歩
道
を
基
準
)
。
面
河
渓
の
玄
関
、
関
門
に
立
つ
者
は
、
そ
の
岩
石
の
奇
と
水
の
清
さ
と
植
物
の
欝
蒼
と
し
て
い
る
の
に
驚
嘆

第 1章

す
る
。
ヒ
ノ
キ
・
コ
ウ
ヤ
マ
キ
・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な
ど
の
木
本
天
を
覆
い
、
仰
い

で
わ
ず
か
に

一
筋
の
青
天
を
見
る
ほ
ど
で
あ
る
。
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。
回
dじρ

渓

木目
dじ」、

面
河
本
流
と
支
流
鉄
砲
石
川
の
合
流
点
で
鉢
巻
岩
か
ら
約
五

0
メ
ー
ト
ル
の
上
流
に
あ
る
。

こ
の
両
川
の
合
流
す
る
所
、
今
ま
で
の
黒

味
勝
の
岩
石
が
白
色
の
も
の
に
移
り
変
わ
ろ
う
と
す
る
所
で
、
岩
石
の
点
か
ら
見
て
も
な
か
な
か
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
辺
り
、

ヒ
ノ
キ
・
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な
ど
の
大
木
や
ク
ガ
イ
ソ

ウ
・
シ
ラ
ヒ
ゲ
ソ
ウ
・
ア
サ
マ
リ

ン
ド
ウ
な
ど
の
草
木
が
よ
く
生
育
し
て
美
し
い
。

昔
は
、
石
鎚
登
山
の
本
道
に
当
た
り
、
人
々
は
こ
こ
を
通
過
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
旧
道
を
登
っ
て
鉄
砲
石
川
越
え
に
出
る
聞
は
、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
・
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
が
無
数
に
あ
っ
て
、
ま
た
、
眺
望
も
非
常
に
よ
い
。

面河渓及び石鎚スカイライン

同

五
色
河
原

関
門
か
ら
約
八
二

0
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
る
。

関
門
か
ら
想
思
渓
ま
で
は
、
流
れ
が
比
較
的
急
で
あ
る
が
、
こ
の
辺
り
は
河
床
は
緩
傾
斜
を
し
、
そ
の
上
を
河
水
が
緩
や
か
に
流
れ
、

背
景
に
は
面
河
第
一
の
絶
勝
、
亀
腹
が
あ
り
、
岩
石
の
白
色
・
流
水
の
清
藍
色
・
苔
類
の
黒
色
・

藻
類
の
緑
色
な
ど
は
、
両
岸
の
樹
木
の

色
と
よ
く
調
和
し
て
端
麗
優
美
の
景
観
を
つ
く
り
、
関
門
の
景
を
雪
舟
の
墨
絵
と
す
れ
ば
、
こ
の
所
は
光
淋
の
彩
色
画
に
も
相
当
す
る
で

あ
ろ
う
。

第 1章

面
河
渓
中
の
奇
岩
亀
原
を
背
景
と
し
て
流
れ
緩
や
か
に
河
幅
広
き
五
色
河
原
は
ま
こ
と
に
仙
郷
で
あ
る
。
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亀

腹

帥

観

五
色
河
原
に
連
続
し
て
関
門
か
ら
約
一
キ
ロ
の
所
に
あ
り
、
こ
の
辺
り
の
高
度
約
六
八
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
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最
高
約
一
一

0
メ
ー
ト
ル

の
大
断
崖
は
、
幅
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
の
間
連
続
し
て
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
垂
直
に
走
る
凹
面
で
左
右
の
二
部

た
る

に
区
分
さ
れ
、
各
部
は
中
央
部
凸
出
し
て
あ
た
か
も
ビ

l
ル
樽
の
よ
う
で
す
こ
ぶ
る
奇
観
で
あ
る
。
こ
の
大
断
崖
は
、
平
滑
で
ほ
と
ん
ど

植
物
の
着
生
を
許
さ
ず
、

わ
ず
か
に
ケ
イ
ビ
ラ
ン
・
チ
ャ
ボ
ツ
メ
レ
ン
ゲ
・
イ
ハ
ヒ
バ
・
セ
キ
コ
ク
・
ミ
ヤ
マ
ガ
ン
ピ
の
類
が
生
育
し
て

い
る
。

亀
腹
に
向
か
っ
て
左
の
水
面
か
ら
五
、
六
メ
ー
ト
ル
の
所
に
炭
酸
水
が
湧
出
し
、

必
ず
一
日
に
数
回
、
時
に
は
二
、
三
羽
、

ま
た
時
に

は
五
、
六
羽
の
鳩
が
よ
く
来
る
の
で
鳩
の
水
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

註

炭

酸

水

の

成

因

湧
出
す
る
炭
酸
水
か
ら
弐
千
万
年
前
の
石
鎚
火
山
の
活
動
を
知
る
手
が
か
り
を
つ
か
み
、

亀
腹
炭
酸
水
の
分
析
を
行
な
っ

た。

一

亀
腹
岩
壁
の
足
も
と
か
ら
出
て
お
り
、
面
河
渓
を
訪
れ
る
登
山
者
や
観
光
客
か
ら
、
鳩
の
水
と
し
て
、
ラ
ム
ネ
代
用
に
親
し
ま
れ
て
い

る。

(
鳩
が
見
つ
け
た
の
で
昔
か
ら
ハ

ト
の
水
と
言
わ
れ
て
い
る
)

一

石
鎚
山
の
生
い
立
ち
と
深
い
関
係
が
あ
る
。
普
通
火
山
活
動
を
止
め
た
時
、
そ
の
名
残
り
と
し
て
地
下
に
多
量
の
炭
酸
ガ

ス
を
溶
か

し
、
炭
酸
水
が
で
き
る
。

こ
の
炭
酸
水
も
、

昔
石
鎚
山
が
壮
大
な
火
山
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
三
年
七
月
二
十
日
石
鎚
山
系
総
合
学
術
調
査
(
学
説
よ
り
〉



後主

愛

媛

県

・

愛

媛

新

聞

社

愛
媛
大
学
・
県
教
育
委
員
会

松

山

営

林

署

・
西

条

営

林

署

陸

上

自

衛

隊

松

山

駐

屯

部

隊

伊
藤
鉄
道
株
式
会
社
面
河
山
の
家

援催

協J

賛

(
中
川
愛
美
氏
の
活
動
に
よ
る
)

同

蓬

莱

渓

鶴
背
橋
を
渡
っ
て
三

0
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
に
蓬
莱
渓
が
あ
る
。

面河渓及び石鎚スカイライン

カ
エ
デ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ

・
ヒ
ノ
キ
・
ツ
ガ
な
ど
が
よ
く
生
い
茂
り
、
枝
葉
低
く
河
面
に
下
る
。
岩
石

は
、
白
色
で
大
理
石
の
よ
う
で
あ
る
。
節
理
は
あ
た
か
も
階
段
状
で
そ
の
上
を
透
徹
清
冷
な
河
水
が
流
れ
下
る
様
は
、

こ
の
辺
り
一

帯
は
河
幅
広
く
、

四
季
を
通
じ
て
面

河
第

一
の
景
と
い
え
よ
う
。

昼
な
お
暗
い
密
林
を
通
り
抜
け
、
造
林
事
務
所
の
裏
に
出
る
と
蓬
莱
渓
で
あ
る
。
対
岸
の
植
物
も
う
っ
そ
う
と
し
て
、

殊
に
水
の
清
さ

と
岩
の
お
も
し
ろ
さ
と
相
ま
っ
て
確
か
に
面
河
渓
中
屈
指
の
名
所
た
る
を
失
わ
な
い。

付

紅
葉
河
原

蓬
莱
渓
を
上
る
こ
と
二

0
メ
ー
ト

ル
。
白
色
の
岩
石
の
上
に
同
岩
の
際
、山
石
塊
が
一
面
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
今
ま
で
と
は
趣
が
著
し
く

第 1章

タ
カ
オ
モ
ミ
ジ
・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
な
ど
の
カ
エ
デ
類
が
非

異
な
っ
た
所
で
あ
る
。
両
岸
の
樹
林
は
よ
く
生
育
し
、

397 

常
に
多
く
、

そ
れ
故
紅
葉
の
美
観
は
面
河
第
一
で
あ
る
。
そ
の
上、

ケ
ヤ
キ
・
モ
ミ
な
ど
も
多
く
、
下
草
に
は
ク
サ
ア
ジ
サ
イ
・
ハ
ガ
ク
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レ
ツ
リ
ブ
ネ
な
ど
の
可
憐
の
も
の
が
あ
る
。
河
幅
約
三

0
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
約
八

0
メ
ー
ト
ル
の
間
で
あ
る
。

398 

観

的

淵

下
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亀
腹
か
ら
約
八
八

0
メ
ー
ト
ル

の
所
に
あ
る
。

こ
の
辺
り
川
幅
が
い
よ
い
よ
狭
く
な
り
、
両
岸
の
山
も
相
接
し
て
、
そ
の
上
、

樹
木
は
う

っ
そ
う
と
生
い
茂
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
灰
黒

色
で
硬
度
の
高
い
岩
石
が
幅
お
よ
そ
二

0
メ
ー
ト
ル
の
聞
に
現
れ
て
河
水
の
浸
蝕
に
対
抗
し
一

爆
布
を
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
河
は

S
字
形
に
曲
が
り
、
滝
査
も
著
し
く
発
達
し
て
深
さ
一

0
メ
ー
ト
ル
、
面
河
第

一
の
深
淵
を
つ
く
っ
て
い
る
。
右
岸
の
岸
頭
は
ち
ょ
う
ど

猛
獣
が

口
を
開
い
て
い
る
よ
う
で

一
奇
観
で
あ
る
。
熊
淵
と
い
う
名
は
こ
れ
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(内

上

~~ 

淵

下
熊
淵
か
ら
約
三

0
メ
ー
ト
ル
上
流
に
あ
る
。

樹
木
は
一
面
に
生
い
茂
り
、
硬
度
の
や
や
低
い
白
色
の
岩
石
の
中
に
灰
黒
色
の
硬
度
の
高
い
岩
の
出
た
も
の
で
、
下
熊
淵
に
比
し
て
滝

も
淵
も
小
形
で
、

深
さ
も
ま
た
五
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
の
付
近
は
両
岸
相
迫
っ
て
清
流
は
面
河
渓
第

一
の
深
淵
を
作

っ
て
い
る。

。1)

虎
が
滝
・
虎
が
淵

関
門
か
ら
約

一
・
五
キ
ロ
の
石
鎚
山
登
山
道
の
分
岐
点
か
ら
右
に
道
を
と
っ
て
橋
を
渡
る
と
虎
が
滝

・
虎
が
淵
に
出
る
。

こ
の
辺
り
一
帯
は
ま
た
白
色
の
岩
が
多
い
が
、
虎
が
滝
の
岩
類
は
、
灰
黒
色
硬
度
の
高
い
岩
石
か
ら
で
き
て
い
て
、

一
課
布
は
深
さ
六



メ
ー
ト
ル

の
滝
査
を
つ
く
る
。
そ
の
右
岸
頭
は
関
門
式
の
節
理
と
破
れ
目
か
ら
な
る
断
崖
で
樹
木
草
木
が
よ
く
着
生
し
て
い
る
。

渓
流
は
虎
が
淵
に
来
て
、
獅
子
岩

・
浮
亀
岩
の
奇
岩
塊
を
洗
う
。
両
岩
塊
と
も
に
そ
の
名
の
よ
う
な
形
が
一
奇
観
で
あ
る
。

同

迫

滝

霧

亀
腹
か
ら
約
二

・
八
キ

ロ
の
所
に
あ
り
対
岸
の
岸
壁
か
ら
高
さ
約

二
二
メ
ー
ト
ル
の
滝
が
落
下
す
る
。
河
床
に
は
五
個
の
白
色
の
大
岩

塊
の
礁
が
あ
っ
て
河
の
景
観
が
一
変
す
る
。
こ
の
辺
り
一
帯
は
、
急
傾
斜
の
両
岸
に
針
葉
樹
が
よ
く
繁
茂
し
、
林
相
の
美
し
い
こ
と
は
面

河
中
屈
指
の
所
で
あ
る
。

口

阿
弥
陀
淵

面河渓及び石鎚スカイライン

亀
腹
か
ら
約
三

・
八
キ
ロ

の
所
に
あ
り
、
こ
の
辺
り
の
高
度
は
約
七
九

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

灰
白
色
の
岩
石
が
北
四

O
度
か
ら
五

O
度
の
方
向
に
延
び
て
、
節
理
と
割
目
の
た
め
に
一
階
の
高
さ
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
メ
l
ト

ル
の
一

O
階
段
に
な
っ
て
、
こ
れ
に
渓
流
が
か
か

っ
て
美
し
い
景
を
つ
く
る
。
周
囲
に
は
樹
木
が
よ
く
生
い
茂
っ
て
い
る
。

土
地
の
し
だ
い

に
高
く
な
る
に

つ
れ
セ
イ
タ

カ
ス
ベ
ム
シ
・
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
・
ヤ
マ
ソ
テ
ツ
・
ツ

ク
パ
ネ
ソ
ウ
な
ど
の
種
類
が
現
れ
、

モ
ミ
・
ツ
ガ
な
ど
の
針
葉
樹
と
相
混
じ
て
密
林
を
な
し
て
い
る
。

し

ク
ロ
ズ
ル
・
ナ
ナ
カ
マ
ド
・
ア
カ
ヤ
シ
オ
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
、

か
し
、
道
と
て
ほ
と
ん
ど
な
く
、
渓
流
を
右
に
左
に
渡
り
、
木
の
根
に
沿
っ
て
登
る
な
ど
実
に
難
路
で
あ
る
。

第 1章

同

御
来
迎
滝

亀
腹
か
ら
六
キ

ロ、

高
度

一
二

0
0
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
に
あ
り
、

一
0
0
0
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
か
ら
急
峻
と
な
る
。

399 



光

滝
は
柱
状
節
理
の
所
に
か
か
っ
て
二
段
と
な
り
、
高
さ
約
四
一
メ

ー
ト

ル
半
で
飛
沫
に
洗
わ
れ
た
所
を
合
わ
す
と
幅
三
四
メ

ー
ト

ル
あ

400 

観

る
。
位
置
高
く
視
界
を
さ
え
ぎ
る
何
物
も
な
く
、

黒
色
の
柱
状
節
理
と
相
ま
っ
て
面
河
第
一
の
海
布
を
な
し
て
い
る
。
岩
石
の
崩
壊
著
し

い
の
か
滝
の
下
部
は
石
柱
の
破
片
山
積
し
て
滝
壷
を
な
さ
な
い
。

第7編

滝
の
あ
る
所
既
に

一一

0
0
メ
ー
ト
ル

の
高
所
で
あ
る
た
め
、
植
物
景
観
も
み
ず
か
ら
針
葉
樹
林
の
相
が
あ
っ
て
そ
ミ
・
シ
ラ
ベ
・

ヒ

メ
コ
マ
ツ
・
コ

メ
ツ
ガ
な
ど
が
あ
り
、
樹
下
や
岩
壁
に
は
四
国
特
色
の
珍
種
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

同

鉄
砲
石
・
鉄
砲
石
川

国
民
宿
舎
の
後
を
通
っ
て
キ
ャ
ン
プ
場
に
向
か
う
と
い
わ
ゆ
る
鉄
砲
石
川
が
あ
る
。
鉄
砲
石
の
小
分
水
嶺
パ
ノ
ラ
マ
台
を
越
え
て
密
林

の
中
を
行
く
と
近
く
に
種
ケ
島
の
短
筒
の
よ
う
な
鉄
砲
石
が
あ
る
。
鉄
砲
石
川
の
名
は
こ
れ
か
ら
起
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
川
に
沿

っ
て
い
る
谷
は
比
較
的
よ
く
開
け
、
し
か
も
奇
岩
と
清
流
を
併
せ
持

っ
て
い
る
。
相
思
渓
か
ら
上
っ
て
紅
葉
淵
に
至
る
と

直
ち
に
紅
葉
山
石
・
兜
岩

・
鎧
岩
へ
出
る
。
さ
ら
に
上
る
と
布
引
滝
を
経
て
阿
弥
陀
滝
に
出
る
と
マ
ダ
ケ
の
竹
林
が
あ
る
。

こ
こ

は
昔
多
数

の
人
家
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
谷
は
五
代
森
、
二
の
森
な
ど
に
聞
け
て
ま
す
ま
す
奇
観
を
現
す
。

布
引
滝
付
近
に
は
ヨ
コ
グ
ラ
ノ
キ
の
老
木
が
あ
り
高
さ
二

0
メ
ー
ト

ル
、
周
囲
五
メ

ー
ト

ル
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、

お
月
岩
に
出
る

所
の
林
中
に
は
の
り
の
大
木
が
あ
り
、
周
囲
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
植
底
よ
り
近
く
ケ

ヤ
キ
谷
が
あ
り
ケ
ヤ
キ
が
特
に
多
い
。

同

紅

葉

淵

本
流
・
鉄
砲
石
川
の
合
流
点
か
ら
約
六
五

0
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
り
、
白
色
の
岩
石
に
か
か
る
小
海
布
と
そ
の
滝
壷
で
、

滝
査
の
形
か

ら
す
る
と
む
し
ろ
扇
淵
と
い
い
た
い
。
白
色
の
岩
石
、
絶
佳
一
の
老
樹
澄
み
切
っ
た
水
色
と
と
も
に

一
景
観
を
作
る
。



局

櫨

の

底

紅
葉
淵
に
連
な
り
、
左
岸

一
帯
は
六
個
の
大
岩
壁
に
区
分
さ
れ
て
蛇
立
し
、
そ
の
下
を
鉄
砲
石
川
が
流
れ
る
。
岩
壁
面
に
は
イ
ワ
タ
ケ

が
生
え
、
そ
の
頂
上
に
は
針
葉
樹
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。

位
W

紅
葉
石
及
び
そ
の
付
近

キ
ャ
ン
プ
場
の
上
、
お
月
岩
の
間
に
あ
り
、
こ
の
辺
り
一

帯
は
白
色
の
岩
石
で
こ
れ
に
カ

エ
デ

の
葉
の
よ
う
に
集
ま

っ
た
黒
色
電
気
石

の
結
晶
が
明
り
よ
う
に
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

一
葉
の
長
さ
が

一
0
セ
ン

チ
内
外
で
数
一

O
O
個
ず
っ

こ
か
所
に
あ
り
、
水
を
か
け
る

と
い
っ
そ
う
黒
色
が
さ
え
て
く
る
。

面河渓及び石鎚スカイライン

的

月

I-LI 
石

お

紅
葉
石
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
上
流
へ

、
橋
を
渡
っ
て
五
五
メ
ー
ト
ル
で
達
す
る
。
灰
白
色
の
一
大
絶
壁
で
、
中
部
が
や
や
凸
出
し
、
最

高
点
が
約
四
五
メ

ー
ト
ル
、

幅
六
三
メ

ー
ト
ル

で
あ
る
。
断
崖
面
は
垂
直
に
並
ぶ
大
石
板
で
そ
の
麓
の
道
を
行
く
者
は
、
今
に
も
岩
片
が

落
下
す
る
か
と
あ
や
ぶ
ま
れ
る
。

同

兜
岩
と
鎧
岩

第 1章

お
月
岩
か
ら
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
川
上
の
左
岸
に
あ
る
。
お
月
岩
と
同

一
形
式
の
景
観
で
あ
る
。

か
ぶ
と

は
ち

両
者
を
通
じ
て
幅
八
四
メ

ー
ト

ル
、
最
高
約
七
三
メ

ー
ト

ル
あ
り
、
川
下
の
も
の
が
兜
岩
で
全
形
が
兜
の
鉢
の
よ
う
で
多
数
の
節
理
屈

401 



光

と
鋭
角
を
も
っ

て
交
じ
わ
る
縦
の

二
種
め
割
目
と
は
兜
に
似
た
模
様
を
つ
く
り
出
す
。

よ
る
い

鎧
岩
の
方
は
緩
傾
斜
の
節
理
面
を
垂
直
の
割
目
が
規
則
正
し
く
切
っ
て
鎧
を
ほ
う
ふ

つ
と
さ
せ
る
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

402 

観第 7編

ヲl

滝

。奇

布

鎧
岩
か
ら
約
三

0
メ
ー
ト

ル
上
流
右
対
岸
に
あ
る
。

鎧
岩
な
ど
と
同
一
形
式
の
岩
壁
の
縦
の
裂
憾
に
で
き
た
滝
で
、

ほ
ぼ
水
平
に
走
る
節
理
と
割
目
に
鈍
角
を
作

っ
て
流
れ
、
中
途
で
少
し

ノ
キ
・
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
美
し
い
樹
相
を
呈
す
る
。

方
向
を
転
じ
て
流
れ
落
ち
る
。
高
さ
約
四

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
付
近
の
渓
谷
は
や
や
打
ち
開
け
た
中
に

ヨ
グ
ラ
ノ
キ
の
大
木

・
ヒ

(
以
上
面
河
渓

・
石
鎚
山
・

探
勝
の
栄
に
よ
る
。
八
木
繁
一
著
、
大
面
河
観
光
協
会
発
行
)

こ
の
よ
う
な
面
河
の
景
勝
を
郷
土
の
芸
能
人
、
遠
藤
太
次
馬

ハ明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
四
日
、

大
味
川、

相
ノ
木
に
生
ま
る
〉
は
次
の
よ
う

な
数
え
歌
に
詠
ん
で

い
る。

面
河
景
勝
数
え
歌

作作
曲詞

遠

藤

大
次
馬

四
ツ
ト
セ

一
ツ
ト
セ

広
い
日
本
で
名
も
高
い

所
は
愛
媛
の
面
河
渓

名
所
古
蹟
は
数
知
れ
ず

降
り
積
む
面
河
の
雪
景
色

滝
に
も
氷
の
柱
た
て

見
渡
す
限
り
銀
世
界

見
か
へ
り
滝
を
ば
後
に
見
て

六
ツ
ト
セ

五
ツ
ト
セ

ニ
ッ
ト
セ

三
ツ
ト
セ

関
門
景
色
を
眺
め
つ
つ

空
船
橋
を
渡
ら
れ
る

よ
ろ
い
の
岩
や
か
ぶ
と
岩

お
月
岩
と
て
名
も
高
い

も
み
じ
石
も
こ
れ
名
勝

石
鎚
山
を
ば
い
た
だ
い
て

参
拝
す
る
人
数
知
れ
ず

く
さ
り
に
す
が
り
て
の
ぼ
ら
れ
る

昔
も
今
も
か
わ
り
な
く

滑
き
流
れ
の
五
色
川



流
れ
に
泳
ぐ
あ
め
の
魚

な
ん
と
立
派
な
亀
腹
に

咲
い
た
る
つ
つ
じ
の
美
し
さ

炭
酸
水
と
て
名
も
高
い

は
ち
ま
き
岩
や
想
思
渓

お
し
ど
り
橋
を
渡
ら
せ
て

パ
ノ
ラ
マ
台
に
の
ぼ
り
ゆ
く

め
い

び

こ
の
よ
う
な
風
光
明
眉
な
観
光
地
に
年
々
観
光
客
が
増
え
そ
の
数
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

九
ツ
ト
セ

比
所
は
名
高
い
ひ
つ
の
底

鉄
砲
石
と
て
名
も
高
い

軍
艦
岩
も
こ
れ
名
勝

虎
が
滝
や
ら
御
来
光
滝
の

落
ち
込
む
水
の
す
ば
ら
し
さ

こ
ま
ど
り
鳴
く
の
も
勇
ま
し
ゃ

七
ツ
ト
セ

十
ツ
ト
セ

八
ツ
ト
セ

150， 000人

200， 000 

200，000 

250， 000 

280， 000 

280， 000 

300， 000 

330， 000 

350，000 

420， 00。
な
お
昭
和
四
十
三
年
四
月
、
明
治
百
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
面
河
渓
谷
を
中
心
と
す
る
地
域
に
面

河
国
民
の
森
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

高
知
営
林
局
、
松
山
営
林
署
が
管
理
す
る
国
有
林
で
面
河
国

民
宿
舎
に
行
く
橋
の
手
前
に
「
国
民
の
森
の
碑
」
が
あ
る
。

面河渓及び石鎚スカイライン

昭和36年

。37ij 

。38//

ij 39 ij 

ij 40グ

グ 41グ

グ 42ij 

ij 43 ij 

ij 44グ

グ 45ij 

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

昭
和
九
年
九
月
十
日
に
発
行
さ
れ
た
「
伊
諜
郷
土
文
学
選
」
(
和
田
義
一
編
、
伊
諜
郷
土
研
究
会
発
行
)
の
中
で
田
村
剛
は
面
河
渓
と
い
う

第 1章

ゴ
面
河
は
古
く
よ
り
石
鎚
登
山
者
の
一
裏
道
で
あ
っ
て
、
将
来
道
路
交
通
機
関
等
開
発
の
上
は
、
こ
の
処
女
の
渓
谷
『
面

文
中
の
末
尾
に
、

403 

子
』
は
遂
に
そ
の
名
を
天
下
に
喧
伝
せ
ら
る
ふ
日
が
来
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。



光観第 7編

そ
の
後
、
戦
後
昭
和
四
十
年

一
月
県
土
木
部
か
ら
構
想
・
計
画
が
発
表
さ

404 

れ、

や
っ
と
四
十
五
年
九
月
一
日
に
開
通
式
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

詳
し
く
は
、

第
八
編
特
殊
開
発
の
第
二
章
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
項
を
見

よ
o 



第
二
章

面
河
ダ
ム
及
び
鼓
ケ
滝
な
ど

昭
和
四
十
二
年
一
月
二
十
五
日
に
皿
ケ
嶺
連
峰
は
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。

皿
ケ
嶺
連
峰
県
立
自
然
公
園
は
、
主
峰
皿
ケ
峰
(
一

O
七
一
メ
ー
ト
ル
'
)
を
中
心
と
す
る
東
西
約
二
ハ
キ
ロ
に
及
ぶ
連
峰
と
山
麓
の
地
域

で
そ
の
面
積
は
お
よ
そ
三

O
九
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

こ
の
公
園
の
自
然
美
は
、
ブ
ナ
の
原
生
林
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
景
観
、
山
麓
一
帯
の
渓
谷
や
滝
、
変
化
に
富
む
奇
岩
あ
り
、
面
河
ダ

ム
や
割
石
川
の
上
流
、
鼓
ケ
滝
等
が
含
ま
れ
る
。

面
河
ダ
ム

面河ダム及び鼓ケ滝など

満
水
面
積

一
二
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
河
ダ
ム
は
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
六
日
、

笠
方
地
区
八
四
世
帯
を
水
没
し
て
作
ら
れ
た
が
、

満
々
と
た
た
え
ら
れ
た
風
光
も
ま
た
美
し
く
、
春
に
秋
に
訪
ず
れ
る
人
も
ま
た
少
な
く
な
い
。
詳
し
く
は
、
特
殊
開
発
の
第
一
章
面
河
ダ

ダ
ム
に
詳
述
す
る
。

ケ

滝

鼓

第2章

割
石
川
の
上
流
、
妙
と
梅
ケ
市
の
妙
寄
り
の
地
区
か
ら
支
流
を
東
に
入
る
と
鼓
ケ
滝
に
出
る
。
こ
の
滝
は
平
家
伝
説
と
も
関
係
が
深
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池
)11 
Illr 

ん

w

u
嚇
け
」

/
A
1
K
1

・
山
ω

，Hリ
問

。ゲ一
砲，/f
h

く
、
奇
岩
奇
景
が
広
が
り
、
ヒ
ナ
チ
ド

リ
や
イ
ワ
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ヒ
パ
な
ど
多
彩
な
植
物
も
多
く
、
平
家
岩
屋

・
鬼

船
底

・
た
い

こ
岩

・
心
の
川
沌

・
魚
止

・
赤
な
め

ら
な
ど
と
名
づ
け
ら
れ
た
景
勝
が
あ
る
。

古
来
、
笠
方
地
区
に
は
昔
の
伝
統
あ
る
木
地
師

が
住
み
、
こ
れ
ら
が
習
合
し
て
平
家
の
落
人
伝
説

が
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

石

毘
J二t:::‘

山

石
墨
山
も
血
ケ
嶺
連
峰
の

一
つ
と
し
て
仙
野
に

あ
り
一
四
五
九
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
。
晴
れ
た
日
は

道
後
平
野
や
瀬
戸
の
島
々
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
に
は
お
も
し
ろ
い
赤
鬼
法
性
院
の
伝
説

が
あ
る
。

(伝
説
の
項
に
詳
述
)



そ
の
他
観
光
資
源
と
し
て
の
山
々
が
堂
々
と
そ
び
え
て
い
る
。

面河ダム及び鼓ケ滝など第 2章

参
考
|
|
高
越
山

(
阿
波
)

一、

蒙
御
免

横
綱
一
石

大
関

方

一関
脇
一
瓶

東

一小
結
一
笹

前
頭
一
矢

同

参
考
|

|
雲
辺
寺
山

(
阿
波
)
九
一
一

メ
ー
ト

ル
、
竜
王
山
(
阿
讃
県
境
)
一、

O
五
七

メ
ー
ト

ル

(山
田
竹
系
著

「
四
国
風
土
記
」
よ
り
)

手

山
ヘ
阿
波
)

一
二
三
メ
ー
ト
ル
、
富
士
山
三
、
七
七
六

メ
ー
ト
ル

嶺
(
同

)

一
、
九
五
五
米

一前
頭同同同同同同同同同

一
、
九
二
五

HH

一
、
八
九
三

グ

山
(
伊
予

・
土
佐
境
)
一
、
八
五
九
グ

一
、
八
二
ニ
グ

上5旬

塚
(
阿
波
)

髪

山
(
土
佐
)

四

国

山

岳

番

付

鎚

山
(
伊
予
〉

ノ

森
(
同
〉

ケ

森
(
同
)

ケ

峯
(
同
)

筈

山
(
阿
波
)

ノ、，̂・
1目

山
(土
佐
)

一
、
七
七

O
P

(米
1

1

メ
ー

ト
ル〉

一
、
九
八
二
米

一
、
九
三

O
P

一
、
八
九
七
グ

一
、
八
六

O
HH

一
、
八
四
八
グ

て
八
O
七
グ

伊
予
富
士
(
伊
予
)

石

立

山
(伊
予
・
土
佐
境
)

東
赤
石
山
(
伊
予
)

平
家
平
(
伊
予

・
土
佐
境
〉

黒

森

山
(
伊
予
)

天
神
丸
(
伊
予
〉

天
神
丸
(
阿
波
〉

西
赤
石
山
(
伊
予
)

寒

峰

(

阿

波

)

笠

取

山
(
伊
予
)

削
頭
一
寒
風

山
(伊
予

・
土佐
境
〉

同
一
冠

山
(
同

)

同
一
五

代

森
(
伊
予
)

同

一

黒

笠

山
(
阿
波
〉

同
一
堂
ケ
森
(
伊
予
〉

同
一
烏
帽
子
山
(
阿
波
)

同

一

綱

附

森

(
土
佐
)

同

一

高

城

山
(
阿
波
〉

同
一
権
田

山
(
同
)

同
一
大
坐
礼
山
(
土
佐
)

一
、
七
五
六
米

一
、
七

O
八
グ

一、

七

O
七
グ

一、

六
九
三

グ

一、

六
七
八
グ

一、

六
五
六

グ

一、

六
三
一一

グ

一
、
六

一一六

グ

一
、
六

O
五
グ

一、

五
六
ニ

グ

一、

七
六
五
米

一、

七
三
二
グ

一
、
七

O
七
グ

一、

七

O
三
グ

一、

六
九

O
P

一、

六
七

O
HH

一、

六
四
三

ρ

一、

六
二
八
グ

一、

六

O
九

グ

一、

五
八
八

グ
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第
三
章

土

産

張
前
頭
土
佐

土
佐
本
川
ワ
サ
ビ

方

前
頭

讃

岐

ゴ

マ
ど
う
ふ

同

土

佐

フ

グ
の
ミ
リ
ン
干
し

同
阿
波
パ
カ
貝
酢
も
の

同
伊
予
岩
松
川
の
青
の
り

同
阿
波
撫
養
ハ
マ
グ
リ

同

阿

波

伊

島

の

太
万
魚

同

土

佐

物

部

川
の
ゴ
リ

同
伊
予
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
ぬ
た

同
讃
岐
直
島
の
干
し
ダ
コ

西

蒙
御
免

四
国
う
ま
い
も
の
大
番
付

方

前
頭
讃
岐
上
西
の
山
家
そ
ば

同
讃
岐
烏
貝
の
味
噌
煮

同
阿
波
美
馬
の
花
粉
そ
ば

同

阿

波

木

頭

の
青
藍
ノ
リ

同

阿

波

阿

部

の
ア
ラ
メ

同

伊

予

長

浜

黒

田

の
ウ
ニ

同

伊

予

肱
川
の
ゴ
リ
干
し

同

土

佐

サ

バ

ず

し

同
阿
波
福
井
の
タ
ケ

ノ
コ

東

張
前
頭

土
佐

酒
盗

讃
岐
男
井
間
池
の

コ
イ

口
口口

前
頭
阿
波
犀
聞
の
黄
金
ジ
ン
ゾ
ク

同

伊

予

面

河

ワ
ラ
ビ
の
塩
漬

同

土

佐

イ
タ
ド
リ
の
塩
漬

同
士
佐
大
月
の
古
満
目
プ
リ

同
阿
波
橘
の
車
エ
ピ

同

讃

岐

ヒ
ラ
の
酢
も
の

同
阿
波
穴
吹
の
ハ
ス
イ
モ

同
讃
岐
安
原
の
炭
谷
ゴ
ボ
ウ

同

土

佐

日

高

の
赤
目
イ
モ

行
司

山

田

竹

系

前
頭
伊
予
南
予
の
ホ

l
F
レ

同
阿
波
藍
畑
の
粟
雑
炊

同

讃

岐

こ
ん
ぴ
ら
タ
ケ
ノ

コ

同
土
佐
南
国
の
七
宝
莱

同
讃
岐
男
木
島
の
ヒ
シ
ホ

同

阿

波

潟

宇

の
山
ウ
ド

同

土

佐

大

月

の
ナ
ガ

ν
コ

同

讃

岐

イ

イ

ダ

コ
辛
子
和
え

同

土

佐

ヌ
カ
み
そ
汁
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面
河
の
特
産
品
と
し
て
は
、
林
業
関
係
の
杉

・

桧
や
し
い
た
け
・
茶
な
ど
が
あ
る
。

詳
し
く
は
第

六
編
産
業
の
項
参
照
。

い
わ
ゆ
る
観
光
土
産
品
と
し
て
は
全
国
一

律
に

記
念
メ
ダ
ル
な
ど
の
地
名
や
風
景
を
入
れ
た
も
の

が
多
い
が
、
地
元
の
特
産
土
産
と
し
て
は
、

し
し、

た
け
・
茶
、

い
わ
た
け
や
山
菜
料
理
の
五
色
煮

・

紅
マ
ス
・
お
も
ご
鰻
頭

・
は
っ
た
い
粉

・
古
木
細

工
な
ど
が
あ
る
。

(
山
田
竹
系
著

「四
国
風
土
記
」
よ
り
)
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張
前
頭

讃
岐

小
豆
島
も
ろ
み

前
頭
讃
岐
し
よ
う
ゆ
豆

同

伊

予

八

幡

浜

・宇
和
島
か
ま
ぼ
こ

同

阿

波

ア

ユ

雑

炊

同
讃
岐
鉄
砲
和
え
(
テ
ッ
パ
イ
)

同

土

佐

カ

ツ

オ

生

節

同

土

佐

た

ま

む

し

同

伊

予

お

さ

つ

ま

同

讃

岐

白

鳥

イ

ギ

ス

同
土
佐
ニ
ロ
ギ
の
味
噌
汁

方西

蒙
御
免

四
国
う
ま
い
も
の
大
番
付

前

頭

讃

岐

観

音
寺
の
エ
ピ
テ
ツ

同

阿

波

橘

・

小

松

島
の
竹
輪

同
讃
岐
高
松
の
細
て
ん

同
讃
岐
山
伏
の
ツ
ク
リ

同

讃

岐

津

田

の

キ

ン

コ

同

土

佐

カ

ツ

オ

め

し

同

土

佐

タ

ピ

エ

ピ

同
伊
予
カ
ツ
オ
の
プ
ツ
切
り

同

阿

波

祖

谷

の

岩

茸

方東張
前
頭

阿
波
栗
山
ワ
サ
ピ
の
ゴ
プ
漬

前
頭
伊
予
面
河
の
岩
葺

同

讃

岐

磯

ず

し

同

讃

岐

打

ち

込

み

汁

同

伊

予

ヅ

ガ

ニ
の
や
き
食
い

同
阿
波
た
ら
い
う
ど
ん

同

土

佐

う

る

め

同
伊
予
大
洲
の
い
も
だ
き

同
伊
予
三
崎
の
サ
ザ
エ

同
阿
波
宍
喰
ア
イ
ゴ
一
夜
干
し

行
司

山

田

竹

系

前
頭
伊
予
面
河
の
紅
マ
ス

同

伊

予

関

川
ズ
イ
キ
雑
炊

同
讃
岐
東
讃
ア
イ
ゴ
の
大
根
煮

同
阿
波
日
和
佐
ウ
ツ
ボ
割
干
し

同
阿
波
鳴
門
イ
ガ
イ
の
潮
や
き

同

土

佐

津

野

山
コ
ン
コ

同
阿
波
阿
部
の
ア
ワ
ビ

同
讃
岐
マ
ン
パ
の
ケ
ン
チ
ン
汁

同
讃
岐
小
豆
島
ナ
マ
コ
の
サ
ザ
エ
焼
き

(
山
田
竹
系
著

「
四
国
風
土
記
」
よ
り
)
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光

第
四
章

村
営
観
光
施
設

村
営
の
観
光
施
設
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
多
数
の
観
光
客
を
収
容
し
て
い
る
。

観第 7編

簡易宿泊

岩黒山荘

愛媛県上浮穴郡面河村土小屋

〒791-17 

鉄筋2階建個室 5室広間

2室

.宿泊定員 60名

.T  E L 0898-32-4951 

(4月15日"-'11月15日迄〉

他期間 089258-2832 

手箱 ・筒上・丸滝 ・岩黒山登

山口。石鎚山も眺められます。

国鉄 ・伊予鉄パス利用

大駐車場有 り。

間和48年 3月31日愛媛県より 買収

置

所

.宿泊施設

.位

.住

通.交

国民宿舎

石鎚

愛媛県上浮穴郡面河村土小屋

〒791-17

鉄筋2階建個室21室大広間

2室

.宿泊定員 110名

(昼食定員3∞名)

.T  E L 0898-32-4950 

(4月15日"-'11月15日迄)

他期間 089258-2832

置 石鎚登山口に位置し、 美 しい

瀬戸内海が一望出来ます。

国鉄・伊予欽パス利用

大駐車場有 り。

昭和48年 3月31日愛媛県より買収

所

.宿泊施設

.位

.住

410 

通.交
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411 

国民宿舎

面 河

.住 所愛媛県上浮穴郡面河村関門

.T E L (OS9258)2211代

.施 設 本 館鉄筋4階建

和室25広間2 110名収容

別館 木造2階建

和室7 30名収容

.位 置 石鎚固定公園面河渓谷の中央

にあり 、五色河原にかかる五

色橋を江主っ た所にあります0

.交 通 予 讃本線松山駅国鉄パス面

河行2時間30分 1日2使

松山市駅伊予鉄パス面河行

2時間30分 1日5使

大駐車場有ーり 。

昭和41年 6月 1日完成

国民宿舎面河別館「面河山荘」は昭和

48年3月31日愛媛県より 買収

観光センター

.住 所愛媛県上浮穴郡面河村関門

.T E L (089258)2907 

@施 設 鉄 筋2階 a述 1F売唐

2 F食堂

収容人員 80名

@位 置 石鎚固定公園面河渓谷入口、

石鎚スカイライン有料道路入

口にあります。

.交 通予讃本組松山駅国鉄パス面

河行2時間30分 1日2使

松山市駅 伊予欽パス面河行

2時間30分 1日5使

大駐車場有 り。

昭和46年 6Jj 1日完成
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参考

国民 宿舎利用 料金表 CS.48.3)

1 宿泊利用料金 1人 1泊につき
単位 円

3E 食 司王 来}
施設名 宿泊料 正E』コ 計

朝 計

大 人 850 200 450 650 1， 500 

河
中学生 650 200 450 650 1， 300 

面
小 学生 440 200 450 650 1， 100 

幼 児|無 料 実 費 実 費 実 費 実 費

大 人 850 250 500 750 1， 600 

鎚
中 学生 650 250 500 750 1， 400 

石
小 学 生 450 250 750 1， 200 500 

幼 9c， 無 業} 実 費 実 費 実 費 実 費

大 人 250 500 750 1， 400 

中 学 生 450 250 500 750 1， 200 
広E 里

小 学 生 250 250 500 750 1，000 

幼 児 無 料 実 費 実 費 実 費 実 費

大 人 750 200 450 650 1， 400 

111 荘 中学生 550 200 450 650 1， 200 

(和宝〉 小 学生 350 200 450 650 1，000 

幼 ;巴 無 料 実 費 突 費 実 費 実 費

大 人 650 200 450 650 1，300 

叫| 荘 中学生 450 200 450 650 1， 100 

〈ヒュッテ〉 小 学 生 250 200 450 650 900 

幼 児 無 来1. 実 費 実 費 実 費 実 費

412 
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